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(57)【要約】
【課題】電力送電アンテナを容易かつ速やかに身体に装
着することが可能な電力送信アンテナ付き衣服を提供す
ること。
【解決手段】電力送信アンテナ付き衣服１は、被検者１
０が着衣する衣服に設けられ、被験体内の体内情報取得
装置に無線により電力を送信するための電力送電アンテ
ナ３と、衣服１の脇部２Ｆ、或いは肩部６の少なくとも
一箇所が開閉自在な開閉機構とを備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検者が着衣する衣服に設けられ、被験体内の体内情報取得装置に無線により電力を送
信するための電力送電アンテナと、
　前記衣服の脇部分、或いは肩部分の少なくとも一箇所が開閉自在な開閉機構と、
　を備えることを特徴とする電力送信アンテナ付き衣服。
【請求項２】
　前記開閉機構は、前記被験者の体型に衣服を合わせるための調整機構を兼ねることを特
徴とする請求項１に記載の電力送信アンテナ付き衣服。
【請求項３】
　前記開閉機構は、合わせ部を備え、その合わせ部に留め具を備えることを特徴とする請
求項１又は請求項２に記載の電力送信アンテナ付き衣服。
【請求項４】
　前記開閉機構とは別に、前記調整機構を備えることを特徴とする請求項１又は請求項２
に記載の電力送信アンテナ付き衣服。
【請求項５】
　前記調整機構は、前記被検者の腹囲の差を吸収する腹囲差調整機構であることを特徴と
する請求項２乃至４の何れか１項に記載の電力送信アンテナ付き衣服。
【請求項６】
　前記調整機構は、前記被験者の身長の差を吸収する身長差調整機構であることを特徴と
する請求項２乃至４の何れか１項に記載の電力送信アンテナ付き衣服。
【請求項７】
　前記体内情報取得装置は、カプセル型内視鏡であることを特徴とする請求項１乃至請求
項６の何れか１項に記載の電力送信アンテナ付き衣服。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線により電力の供給を受けて体内にて動作する体内情報取得装置に対して
、体外より電力を供給する電力送信機能を有する電力送信アンテナ付き衣服に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、カプセル型内視鏡が観察、或いは診断等のために利用されている。カプセル型内
視鏡は、被検者によって体内に飲み込まれた後、体内から自然排出されるまでの間、胃、
小腸などの臓器内を、その蠕動運動に伴って移動する。
【０００３】
　カプセル型内視鏡は、撮像機能を有し、移動に伴って体内を順次撮影し、その撮影した
画像データを順次無線通信により、被検者の外部に設けられた外部装置に送信する。そし
て、送信された画像データは、メモリに蓄積される。そのため、被検者は、無線機能とメ
モリ機能とを備えた外部装置を携帯することにより、カプセル型内視鏡を飲み込んだ後、
そのカプセル型内視鏡が排出されるまでの間、不自由を被ることなく自由に行動すること
が可能である。なお、外部装置に蓄積された画像データは、検査終了後、医師等によって
ディスプレイなどの表示画面上に表示され、診断が行われるようになっている。
【０００４】
　カプセル型内視鏡においては、体内に導入されたカプセル型内視鏡が画像を撮影するた
め、或いは撮影した画像データを外部装置に送信するために電力を供給しなければならな
い。
【０００５】
　そのため、例えば、特許文献１には、生体内に留置された機器、例えばラジオカプセル
を長時間動作させることができる電力送信システムが開示されている。この電力送信シス
テムにおいては、外部装置に電力送電用のアンテナを設け、ラジオカプセル内部に電力受
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信用のアンテナを設け、電力送電用アンテナから電力受信用アンテナを介して電力を供給
してラジオカプセルの観察動作を可能にしている。そして、外部装置として、被験者の背
面に、１個または複数個の電力送信アンテナを設けたベスト型の衣服が示されている。
【特許文献１】特開２００１-２３１１８６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１には電力を送信する電力送信アンテナを備えたベスト型の衣
服の形態及び着衣方法について具体例が示されていなかった。そのため、電力送信アンテ
ナを備えたベスト型の衣服は、筒状、或いは前開きタイプと想像される。そして、前開き
タイプのベスト型衣服では、受信アンテナが複数設けられている衣服の前身頃に形成され
た打合せを開き、左右の腕をそれぞれアームホールに通し、その後、打合せをボタン或い
はファスナで打合せを閉じる手順を経て、着衣を完了する。しかし、この着衣手順では、
電力送信アンテナの被検者の身体への着脱が煩雑であり、繰り返しの使用によって、電力
送信アンテナ、受信アンテナ等が破損するおそれがある。一方、筒状タイプのベスト型衣
服においては、衣服で胴部を覆い包む着衣、着衣した衣服を脱衣する際に、衣服を折り曲
げる或いは衣服を引っ張ることにより、電力送信アンテナ、受信アンテナ等を破損するお
それがあった。
【０００７】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、電力送電アンテナを容易かつ速やかに
身体に装着することが可能な電力送信アンテナ付き衣服を提供することを目的にしている
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の電力送信アンテナ付き衣服は、被検者が着衣する衣服に設けられ、被験体内の
体内情報取得装置に無線により電力を送信するための電力送電アンテナと、前記衣服の脇
部分、或いは肩部分の少なくとも一箇所が開閉自在な開閉機構とを備えている。
【０００９】
　この構成によれば、衣服の脇部分に設けた開閉機構、又は衣服の肩部分に設けた開閉機
構を使用して、電力送信アンテナ付衣服の着衣、及び脱衣を行える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、電力送電アンテナを容易かつ速やかに身体に装着することが可能な電
力送信アンテナ付き衣服を実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。
【００１２】
　図１及び図２は本発明の一実施形態に係り、図１は電力送信アンテナ付き衣服の構成を
説明する展開図、図２は電力送信アンテナ付き衣服を被検者に配置した状態を説明する図
である。
【００１３】
　図１に示すように電力送信アンテナ付き衣服１は、被検者１０の頭部１０Ｈが通過する
孔２ａを備え、展開形状が略Ｔ字形状の生地２によって形成される。生地２は、非磁性体
の例えば樹脂製、或いは布製であり、この生地２の一面側には電力送電アンテナ３が一体
に設けられている。
【００１４】
　生地２は、孔２ａを挟んで、前身頃２Ｆ及び後ろ身頃２Ｂを備えている。そして、後ろ
身頃２Ｂには、被検者１０の両側部に配置される脇部２Ｓがそれぞれ備えられている。な
お、前身頃２Ｆに両脇部２Ｓを備える構成であってもよい。



(4) JP 2010-142373 A 2010.7.1

10

20

30

40

50

【００１５】
　電力送電アンテナ３は、第１ヘルムホルツ型アンテナ３Ａと第２ヘルムホルツ型アンテ
ナ３Ｂとで構成されている。第１ヘルムホルツ型アンテナ３Ａは、被検者１０の前面と背
面とに対向するように配置した前面アンテナ４Ｆ、背面アンテナ４Ｂで構成され、第２ヘ
ルムホルツ型アンテナ３Ｂは、被検者１０の両側面に対向するように配置した側面アンテ
ナ４Ｓ１、４Ｓ２とを備えて構成されている。
【００１６】
　側面アンテナ４Ｓ１、４Ｓ２の近傍であって、背面アンテナ４Ｂから離間した後ろ身頃
２Ｂの脇側端２Ｓａ、２Ｓｂにはそれぞれ留め具である例えば円形形状に構成した一対の
面ファスナのフック面５ｆが設けられている。フック面５ｆは、生地２の一面側に設けら
れている。フック面５ｆは、円形形状に限らず四角形形状等であってもよい。
【００１７】
　これに対して、前身頃２Ｆには、留め具である例えば細長な長方形形状に構成した一対
の面ファスナのループ面５ｒが、前面アンテナ４Ｆを挟んで、並設されている。ループ面
５ｒは、着衣状態において腹囲の差を調整することを可能にするため、前身頃２Ｆの前身
頃端２Ｆａに対して平行に設けられている。ループ面５ｒは、生地２の一面の裏面である
他面側に設けられている。ループ面５ｒの配置方向を腹囲調整方向と記載する。　
　上述のように電力送信アンテナ付き衣服１においては、両脇部２Ｓと前身頃２Ｆとが重
ね合わされる合わせ部に面ファスナを設け、その面ファスナを備える両脇部２Ｓが、開閉
機構と、被検者１０の腹囲の差を吸収する腹囲差調整機構とを兼ねている。
【００１８】
　なお、アンテナ４Ｆ、４Ｂ、４Ｓ１、４Ｓ２が備える図示しない端子は、図示しない駆
動装置に接続されている。駆動装置は、電源、電力送電アンテナ３を駆動するドライバ、
及びドライバの制御を行う制御部とを主に備えて構成されている。
【００１９】
　また、本実施形態においては、前身頃２Ｆに細長なループ面５ｒを設けるとしている。
しかし、細長なループ面５ｒを設ける代わりに、例えば円形に形成したループ面を複数、
腹囲調整方向に対して配列させる構成にしてもよい。
【００２０】
　さらに、本実施形態においては、後ろ身頃２Ｂに例えば円形のフック面５ｆを設け、前
身頃２Ｆに細長なループ面５ｒを設けるとしている。しかし、後ろ身頃２Ｂの背面アンテ
ナ４Ｂを挟んで細長なフック面を並設させ、前身頃２Ｆに例えば円形のループ面を設ける
構成であってもよい。
【００２１】
　又、本実施形態においては、後ろ身頃２Ｂにフック面５ｆを設け、前身頃２Ｆにループ
面５ｒを設けるとしている。しかし、後ろ身頃２Ｂにループ面を設け、前身頃２Ｆにフッ
ク面を設ける構成であってもよい。
【００２２】
　ここで、電力送信アンテナ付き衣服１の被検者への着衣方法を説明する。　
　例えば、体内情報取得装置であるカプセル型内視鏡を使用して体内の観察を行う場合、
スタッフは、図示しないカプセル型内視鏡と、展開状態の電力送信アンテナ付き衣服１と
を用意する。なお、カプセル型内視鏡は、カプセル内に制御部、撮像部、画像処理部、通
信部、電源部、及び電力を受電する受電コイル等を備えている。
【００２３】
　まず、スタッフは、電力送信アンテナ付き衣服１を被検者１０に配置する。すなわち、
スタッフは、図２に示すように電力送信アンテナ付き衣服１に形成されている孔２ａを被
検者１０の頭部１０Ｈを通して首の廻りに配置する。このとき、前身頃２Ｆの前面アンテ
ナ４Ｆが腹側に位置しているか否かを確認する。
【００２４】
　この確認後、スタッフは、図２の二点鎖線に示すように面ファスナのフック面５ｆを所
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定の面ファスナのループ面５ｒに固定する。このとき、スタッフは、被検者の体型に合わ
せて、フック面５ｆのループ面５ｒへの設置位置を中央より、或いは側端４Ｆｂ側に留め
位置を適宜調整する。　
　このことによって、第１ヘルムホルツ型アンテナ３Ａ及び第２ヘルムホルツ型アンテナ
３Ｂと電力送電アンテナ３を構成した電力送信アンテナ付き衣服１の被検者１０への着衣
(装着ともいう)が完了する。　
　なお、検査終了後、電力送信アンテナ付き衣服１は、スタッフによって上述とは逆の手
順で脱衣される。
【００２５】
　このように、Ｔ字形状に展開される生地の所定の位置に、ヘルムホルツ型のアンテナと
、調整機構を兼ねる開閉機構を設けることによって、被検者の腹囲の違いに関わらず、電
力送電アンテナを装備した電力送信アンテナ付き衣服を、被検者の体型差を吸収して容易
かつ速やかに装着することができる。
【００２６】
　このことによって、体型差に関わらず、より広い空間で均一磁界を発生することができ
るヘルムホルツ型のアンテナを被検者に装着して、電力送信効率の向上を図れるとともに
、省エネにも寄与する。
【００２７】
　また、展開形状で電力送信アンテナ付き衣服を積み重ねることによって、アンテナを折
り曲げることなく、電力送信アンテナ付き衣服を収納することができる。
【００２８】
　なお、本実施形態においては、電力送信アンテナ付き衣服１が備える電力送電アンテナ
を第１ヘルムホルツ型アンテナ及び第２ヘルムホルツ型アンテナとしている。しかし、ヘ
ルムホルツ型アンテナを２つ以上備える構成、或いは第１ヘルムホルツ型アンテナだけを
備える構成、或いは第２ヘルムホルツ型アンテナだけを備える構成であってもよい。
【００２９】
　また、電力送信アンテナ付き衣服１の展開形状は、図１に限定されるものではなく、図
３、或いは図４に示す展開形状で電力送信アンテナ付き衣服１Ａ、１Ｂを構成するように
してもよい。
【００３０】
　図３は電力送信アンテナ付き衣服の他の構成例を説明する展開図である。　
　電力送信アンテナ付き衣服１Ａは、図３に示す展開形状の生地２Ａで形成される。生地
２Ａは、例えば前身頃２Ｆに一方の脇部２Ｓ１を備え、後ろ身頃２Ｂに他方の脇部２Ｓ２
を備えている。そして、前身頃２Ｆの前面アンテナ４Ｆを挟んだ、他方の脇部２Ｓ２との
合わせ部に一対の面ファスナのループ面５ｒ１を並設するとともに、後ろ身頃２Ｂの背面
アンテナ４Ｂを挟んだ、一方の脇部２Ｓ１との合わせ部に一対の面ファスナのループ面５
ｒ２を並設している。
【００３１】
　本実施形態において、ループ面５ｒ１、５ｒ２は、長さ寸法がループ面５ｒの長さ寸法
より短く設定してある以外は同様の構成である。その他の構成は上述した電力送信アンテ
ナ付き衣服１と同様であり、同部材には同符号を付して説明を省略する。
【００３２】
　このように構成した電力送信アンテナ付き衣服１Ａにおいては、面ファスナを備える脇
部２Ｓ１、２Ｓ２が開閉機構であるとともに、被検者１０の腹囲の差を吸収する腹囲差調
整機構である。この構成の電力送信アンテナ付き衣服１Ａによれば、上述の実施形態と同
様の作用及び効果を得ることができる。
【００３３】
　なお、本実施形態においては、ループ面５ｒ１、５ｒ２の長さ寸法をループ面５ｒの長
さ寸法より短く設定するとしている。しかし、ループ面５ｒとループ面５ｒ１、５ｒ２と
の長さ寸法は同じであってもよい。また、一方の脇部２Ｓ１を後ろ見頃２Ｂに設け、他方
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の脇部２Ｓ２を前身頃２Ｆに設けた展開形状であってもよい。
【００３４】
　図４は電力送信アンテナ付き衣服の別の構成例を説明する展開図である。
【００３５】
　図４に示す電力送信アンテナ付き衣服１Ｂは、帯状の生地２Ｃで形成される。生地２Ｃ
は、一端側から順に前身頃２Ｆ１、脇部２Ｓ３、一対の肩部６を備える後ろ身頃２Ｂ１、
脇部２Ｓ４を備えている。前身頃２Ｆ１及び後ろ身頃２Ｂ１にはそれぞれ、被検者の首廻
りに配置される、半円部２ｂＦ、２ｂＢが形成されている。一対の肩部６は、半円部２ｂ
Ｂを挟んで設けられている。
【００３６】
　電力送信アンテナ付き衣服１Ｂにおいては、面ファスナを備える片脇である脇部２Ｓ４
及び一対の肩部６が開閉自在な開閉機構である。
【００３７】
　そして、一対の肩部６を開閉自在な開閉機構にするため、肩部６の合わせ部の所定位置
に面ファスナのフック面５ｆ１を設け、前身頃２Ｆ１の合わせ部の所定位置に一対の面フ
ァスナのループ面５ｒ３を設けている。ループ面５ｒ３は、半円部２ｂＦを挟んで設けら
れている。
【００３８】
　フック面５ｆ１は、細長な長方形形状に構成され、生地２Ｃの一面側に設けられている
。これに対してループ面５ｒ３は長方形形状、或いは円形形状に構成され、生地２Ｃの他
面側に設けられている。
【００３９】
　したがって、フック面５ｆ１のループ面５ｒ３への留め位置を適宜調整することによっ
て、ヘルムホルツ型アンテナ３Ａ、３Ｂを被検者１０の身長方向に対して頭部より、或い
は臀部よりに移動させることができるようになっている。すなわち、電力送信アンテナ付
き衣服１Ｂにおいて、肩部６は、開閉機構であるとともに、被検者１０の身長差を吸収す
る身長差調整機構である。
【００４０】
　一方、片脇である脇部２Ｓ４を開閉自在な開閉機構にするため、脇部２Ｓ４の所定位置
である側面アンテナ４Ｓ２近傍の端部に一対の面ファスナのフック面５ｆを設け、前身頃
２Ｆ１の所定位置に面ファスナのループ面５ｒ１を設けている。
【００４１】
　このことによって、脇部２Ｓ４は、開閉機構であるとともに、被検者１０の腹囲差を吸
収する腹囲差調整機構として構成される。　
　上述のように構成したことにより、電力送信アンテナ付き衣服１Ｂは、身長差調整機構
を兼ねる開閉機構と、腹囲差調整機構を兼ねる開閉機構とを備える。
【００４２】
　なお、肩部６を後ろ身頃２Ｂ１に設ける代わりに、肩部６を前身頃２Ｆ１に設け、ルー
プ面５ｒ３を後ろ身頃２Ｂ１に設ける構成であってもよい。また、肩部６を生地２Ｃとは
別体に用意して、その別体の肩部６を生地２Ｃに後で、縫い合わせる、或いは貼り付けて
一体化するようにしてもよい。このことによって、生地の有効利用を図れる。
【００４３】
　ここで、電力送信アンテナ付き衣服１Ｂの被検者への着衣方法を説明する。　
　まず、スタッフは、電力送信アンテナ付き衣服１Ｂに関しては、衣服を被検者の頭から
被せる代わりに、被検者の胴部に巻き付けるように配置する。そして、肩部６のフック面
５ｆ１をループ面５ｒ３に仮止めする。このとき、前身頃２Ｆを腹側に配置する。
【００４４】
　次に、スタッフは、例えば、ヘルムホルツ型アンテナ３Ａ、３Ｂの位置調整を行う。す
なわち、スタッフは、被検者１０の身長差に関わらず、ヘルムホルツ型アンテナ３Ａ、３
Ｂが所定の位置に対向して配置されるように、フック面５ｆ１のループ面５ｒ３への留め
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位置等を適宜調整する。
【００４５】
　次いで、スタッフは、面ファスナのフック面５ｆを面ファスナのループ面５ｒ１に固定
する。このとき、スタッフは、被検者１０の腹囲差を吸収するようにフック面５ｆのルー
プ面５ｒ１への留め位置を適宜調整する。　
　このことによって、電力送信アンテナ付き衣服１Ｂの被検者１０への装着が完了する。
【００４６】
　このように、電力送信アンテナ付き衣服に、腹囲差調整機構を兼ねる開閉機構に加えて
、身長差調整機構を兼ねる開閉機構を設けたことによって、被検者の腹囲差のみならず、
身長差を吸収してヘルムホルツ型アンテナを所望する位置に配置させることができる。
【００４７】
　なお、前記図１、図２で示した電力送信アンテナ付き衣服１に、開閉機構とは別体な身
長差調整機構として、例えば図５に示すアンテナ高さ調整部材７を設けて電力送信アンテ
ナ付き衣服１Ｃを構成するようにしてもよい。
【００４８】
　図５は開閉機構と、その開閉機構とは別体の調整機構とを備える電力送信アンテナ付き
衣服、及びアンテナ高さ調整部材を説明する図である。　
　アンテナ高さ調整部材７は、前記図１、図２で示した電力送信アンテナ付き衣服１の孔
２ａ近傍であって、ヘルムホルツ型アンテナの配置されていない左肩当て部８Ｌ及び右肩
当て部８Ｒの所定位置に孔２ａを挟んで設ける。
【００４９】
　アンテナ高さ調整部材７は、一対の紐７ａと、当接リング７ｂと、固定部材７ｃとを備
えて構成されている。　
　紐７ａは、一端が生地２の所定位置に固定される。当接リング７ｂは、後述する固定部
本体７ｄに当接する。固定部材７ｃは、固定部本体７ｄと、進退部７ｅと、図示しない付
勢部材とを備えて構成される。
【００５０】
　固定部本体７ｄは例えば球状で、紐７ａが通過する貫通孔７ｆと、この貫通孔７ｆに直
交して連通する穴部７ｇとを有する。進退部７ｅは棒状部７ｈを備え、その棒状部７ｈが
固定部本体７ｄの穴部７ｇに進退自在に配置される。棒状部７ｈには、紐７ａが通過する
図示しない貫通孔が形成されている。付勢部材は、穴部７ｇの底面に配置され、進退部７
ｅを穴部７ｇから突き出すように付勢する。　
　その他の構成は、前記電力送信アンテナ付き衣服１と同様であり、同部材には同符号を
付して説明を省略する。
【００５１】
　アンテナ高さ調整部材７を備える電力送信アンテナ付き衣服１Ｃの作用を説明する。　
　スタッフは、例えば、図２に示すように被検者１０に電力送信アンテナ付き衣服１Ｃを
配置し、フック面５ｆをループ面５ｒに仮止めした後、アンテナ高さ調整部材７を操作し
てヘルムホルツ型アンテナ３Ａ、３Ｂの高さ調整を行う。
【００５２】
　その際、スタッフは、まず、進退部７ｅを付勢部材の付勢力に抗して底面側に押し込む
。そして、この状態を保持して紐７ａを例えば引っ張り上げる。すると、紐７ａの一端か
ら固定部材７ｃまでの距離が短かくなる。このことによって、肩当て部８Ｌ、８Ｒがせり
上がるように詰められて、ヘルムホルツ型アンテナ３Ａ、３Ｂの配置位置が頭部側に移動
していく。そして、ヘルムホルツ型アンテナ３Ａ、３Ｂが所望の位置に移動したなら、進
退部７ｅの押し込みを停止する。すると、進退部７ｅが付勢部材の付勢力によって移動さ
れ、紐７ａが付勢部材の付勢力によって固定されてヘルムホルツ型アンテナ３Ａ、３Ｂが
設定位置に保持される。
【００５３】
　このように、開閉機構とは別体で、身長差調整機構を設けることによって、被検者の身
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長差にかかわらず、電力送信アンテナ付き衣服に設けられているヘルムホルツ型アンテナ
を被検者の所定の位置に配置させることができる。
【００５４】
　上述した実施形態においては、電力送信アンテナ付き衣服を展開可能に構成している。
しかし、電力送信アンテナ付き衣服を図６及び図７に示すように構成するようにしてもよ
い。
【００５５】
　図６は電力送信アンテナ付き衣服の他の構成例を示す図、図７は電力送信アンテナ付き
衣服の装着状態を説明する図である。
【００５６】
　図６、図７に示すように本実施形態の電力送信アンテナ付き衣服１Ｄは、同側部の片脇
部２Ｓ５と片肩部６Ａとが面ファスナを備え、開閉自在な開閉機構を構成している。そし
て、前身頃２Ｆ２と後ろ身頃２Ｂ２とは、左肩当て部８Ｌと、左脇部２ＳＬとによって一
体に構成されている。つまり、本実施形態の電力送信アンテナ付き衣服１Ｄは、被検者の
左腕が通過するアームホール９を備えている。
【００５７】
　なお、電力送信アンテナ付き衣服１Ｄは、片脇部２Ｓ５と片肩部６Ａとが開閉自在で、
被検者の左腕が通過するアームホール９を備える構成に限定されるものでなく、被検者の
右腕が通過するアームホールを備えるように構成したものであってもよい。また、左肩当
て部８Ｌに前記アンテナ高さ調整部材７を設けるようにしてもよい。　
　その他の構成は上述した実施形態と同様であり、同部材には同符号を付して説明を省略
する。
【００５８】
　ここで、電力送信アンテナ付き衣服１Ｄの被検者への着衣方法を説明する。　
　まず、スタッフは、電力送信アンテナ付き衣服１Ｄに関しては、衣服を被検者の頭から
被せる、或いは、被検者の胴部に巻き付ける代わりに、被検者の左腕を電力送信アンテナ
付き衣服１Ｄのアームホール９に通す。そして、左肩当て部８Ｌを被検者１０の左肩に配
置する。このことによって、電力送信アンテナ付き衣服１Ｄが被検者１０に仮配置される
。
【００５９】
　次に、スタッフは、片肩部６Ａのフック面５ｆ１を前身頃２Ｆ２のループ面５ｒ３に留
める。また、片脇部２Ｓ５のフック面５ｆを前身頃２Ｆ２のループ面５ｒ１に留める。こ
の際、留め位置を適宜調整する。　
　このことによって、電力送信アンテナ付き衣服１Ｄの被検者１０への装着が完了する。
【００６０】
　このように、電力送信アンテナ付き衣服の一側部側の片脇部及び片肩部を開閉機構とし
、被検者の片腕をアームホールに通した後、フック面をループ面に留める。このことによ
って、電力送電アンテナを装備した電力送信アンテナ付き衣服を、被検者の体型差を吸収
して容易かつ速やかに装着することができる。
【００６１】
　なお、上述した実施形態においては、電力送電アンテナをヘルムホルツ型として説明し
ている。しかし、電力送電アンテナは、ヘルムホルツ型に限らず他のものでよい。
【００６２】
　また、調整機構を留め位置の調整が可能なように、フック面或いはループ面のいずれか
を調整方向に長くした面ファスナとしている。しかし、調整機構は面ファスナに限定され
るものではなく、バックル、ボタン、紐などであってもよい。
【００６３】
　さらに、上述した実施形態においては、調整機構を設けることによって、電力送信アン
テナ付き衣服を腹囲差、身長差等の体型差の違いに関わらず被検者に装着することができ
るようにしている。しかし、電力送信アンテナ付き衣服を、予め、体型毎に複数種類用意
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して、開閉機構を構成する、脇部、或いは肩部に点ファスナであるボタン、スナップ等の
固定部材を設けるようにしてもよい。このことによって、開閉機構から調整機構を排除し
て、開閉機構の簡略化をはかることができる。
【００６４】
　又、体内情報取得装置としてカプセル型内視鏡を示しているが、体内情報取得装置はカ
プセル型内視鏡に限定されるものではなく、ｐＨ測定用医療カプセル、温度測定用医療カ
プセルなど、電力を必要とするカプセルにも適用可能である。
【００６５】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】図１及び図２は本発明の一実施形態に係り、図１は電力送信アンテナ付き衣服の
構成を説明する展開図
【図２】電力送信アンテナ付き衣服を被検者に配置した状態を説明する図
【図３】電力送信アンテナ付き衣服の他の構成例を説明する展開図
【図４】電力送信アンテナ付き衣服の別の構成例を説明する展開図
【図５】開閉機構と、その開閉機構とは別体の調整機構とを備える電力送信アンテナ付き
衣服、及びアンテナ高さ調整部材を説明する図
【図６】電力送信アンテナ付き衣服の他の構成例を示す図
【図７】電力送信アンテナ付き衣服の装着状態を説明する図
【符号の説明】
【００６７】
１…電力送信アンテナ付き衣服　　２…生地　　２ａ…孔　　２Ｂ…後ろ身頃
２Ｆ…前身頃　　２Ｓ…脇部　　３…電力送電アンテナ　　
３Ａ…ヘルムホルツ型アンテナ　　３Ｂ…ヘルムホルツ型アンテナ
４Ｂ…背面アンテナ　　４Ｆ…前面アンテナ　　４Ｓ１…側面アンテナ
４Ｓ２…側面アンテナ　　５ｆ…フック面　　５ｒ…ループ面　　６…肩部
１０…被検者　　１０Ｈ…頭部
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